
制御システム
otal

ir-conditioner

ontrol

ystem

PLC ： 本体

POD ： 表示機
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I N D E X 制御システム

（注記）

品　　　名 外　　　観 項　　　目 頁
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集中管理システム概要

操作画面（代表例）

）CLP ・ DOP（図観外

TACS-F5システム結線図

監

・

御

制

中

集

視

コ

モ

リ

ン

51室温制御特性

リモコン制御システム

集中管理システム

一部シリーズには、上記制御システムが適用外となる機種がございます。

適用外内容の詳細については、弊社担当者までお問い合わせください。
シリーズ　 ：　WKP型

マルチBOX（MB）

BACnetアダプタ

集中リモコン（MRC）
集中リモコン（MRC）の機能

MRCシステム結線図

MB使用システム結線図

外観、操作説明

外観、操作説明

外観、操作説明

スタンダードリモコン

液晶パネル

アメニティースイッチ

外観、操作説明スリムリモコン
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■TACS-F5は、最大900台のPMAC/ASPAC/PAFMACユニットを集中管理します。

TACS-F5システムは、表示器（POD）と本体（PLC）からなり、中継機（I/F）を介して、最大900台のユニットを集中管理します。
900台のユニットは、最大900ブロック・100エリア・300フロアに設定でき管理が容易です。

TACS 集中管理システム概要

■機能一覧

※1　選択したユニットの機能により操作表示の有無、設定可能領域は変動します。 
※2　按分機能で表示される按分率は、あくまでも目安です。按分率を元に料金計算や電力量の表示をさせる場合、計量法が適用されます。 
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種
機

報
情
態
状
定
設

報
情
ム
テ
ス
シ

歴
履
報
警

能
機
分
按

停
発
急
緊

転
運
試

御
制
統
系

ネ
エ
省

パ
ン
ダ
気
排
吸

パ
ン
ダ
房
冷
気
外

限
制
作
操
元
手

度
温
定
設

向
風

速
風

停
発

操　作 制　御 監　視
個別・グループ・一斉

ＰＯＤ ： 約２．５ｋｇ　・　ＰＬＣ ： 約１．８ｋｇ
ＰＯＤ ： Ｗ３２７．８ × Ｈ２６１ × Ｄ５４．９　・　ＰＬＣ ： Ｗ３０８ × Ｈ１１３ × Ｄ１２０
ＡＣ１００Ｖ　５０／６０ＨＺ
ＰＯＤ ： ７０ＶＡ以下　・　ＰＬＣ ： １１０ＶＡ以下
タッチパネル液晶　１２．１インチ（ＳＶＧＡ　８００×６００）　アナログ抵抗膜方式
ＰＯＤ ： パネル埋込取付　・　ＰＬＣ ： 盤取付
ＰＯＤ ： ０～５０℃以下　・　ＰＬＣ ： ０～５５℃以下
２０ ～ ８５％ＲＨ
DC２４V（別途電源必要）
７ｍA／点

一斉運転（１点）　・　一斉停止（１点）　・　緊急停止（３点）　・　火災（３点）　・　ＰＩ（３点）　
デマンド（５点）

一斉運転（ａ接点）　・　一斉停止（ａ接点）　・　緊急停止（ａ接点）　・　火災（ｂ接点）　
ＰＩ（ａ接点）　・　デマンド（ａ接点）

DC３０Ｖ：２．２Ａ　・　ＡＣ２６４Ｖ：２．２Ａ　・　ＤＣ１１０Ｖ：０．２Ａ　（１点あたり）
ＤＣ５Ｖ　１ｍＡ
代表運転表示（１点）　・　代表異常表示（１点）
代表運転表示（ａ接点）　・　代表異常表示（ａ接点）
９００台（ＰＬＣに中継器を最大３０台接続可能）
３００フロア（１フロア内に最大９００ＩＤ分登録可能）
９００ブロック（１ブロック内に最大１００ＩＤ分登録可能）
１００エリア（１エリア内にブロックを最大３００点分登録可能。他エリアと重複可）

質 量
外形寸法(ｍｍ)
電 源
消 費 電 力
表示および操作
据 付 方 法
使用周囲温度
相 対 湿 度
定 格 電 圧
定 格 電 流

点 数

仕 様
（ 常 時 入 力 ）

接 点 容 量
最小開閉容量
点 数
仕 様

最大ユニット接続台数
最 大 フ ロ ア 設 定 数
最 大 ブ ロック 設 定 数
最 大 エ リ ア 設 定 数

点
接
部
外

製品名 ）体本 ： ＣＬＰ　・　器示表 ： ＤＯＰ（ ５Ｆ－ＳＣＡＴ

出力

入力

使用環境

製品仕様
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　建物内に分散配置したPMAC/ASPAC/PAFMACユニットを、『必要な場所で』『必要なだけ』『快適空調空間を創る』
という機能を最大限に引き出して、ビルの管 理・運営方針にあわせた空調集中管理（制御・監視）を行い、居住域の快適
と性 省エネルギを実現します。



■TACS-F5は、最大900台のPMAC/ASPAC/PAFMACユニットを集中管理します。

　TACS-F5システムは、表示器（POD）と本体（PLC）からなり、中継機（I/F）を介して、最大900台のユニットを集中管理します。
900台のユニットは、最大900ブロック・100エリア・300フロアに設定でき管理が容易です。
　建物内に分散配置したPMAC/ASPAC/PAFMACユニットを、『必要な場所で』『必要なだけ』『快適空調空間を創る』と
いう機能を最大限に引き出して、ビルの管理・運営方針にあわせた空調集中管理（制御・監視）を行い、居住域の快適性と
省エネルギを実現します。

TACS 集中管理システム概要

■機能一覧

※1　選択したユニットの機能により操作表示の有無、設定可能領域は変動します。
※2　按分機能で表示される按分率は、あくまでも目安です。按分率を元に料金計算や電力量の表示をさせる場合、計量法が適用されます。
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冷
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ン
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元
操
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制
限
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定
温
度

風
向

風
速

運
転
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ド

発
停

操　作 制　御 監　視
個別・グループ・一斉

ＰＯＤ ： 約２．５ｋｇ ・ ＰＬＣ ： 約１．８ｋｇ
ＰＯＤ：Ｗ３２７．８×Ｈ２６１×Ｄ５４．９ ・ ＰＬＣ：Ｗ３０８×Ｈ１１３×Ｄ１２０
ＡＣ１００Ｖ ５０／６０ＨＺ
ＰＯＤ ： ７０ＶＡ以下 ・ ＰＬＣ ： １１０ＶＡ以下
タッチパネル液晶　１２．１インチ（ＳＶＧＡ ８００×６００） アナログ抵抗膜方式
ＰＯＤ：パネル埋込取付　・ ＰＬＣ： 盤取付
ＰＯＤ ： ０～５０℃以下 ・ ＰＬＣ ： ０～５５℃以下
２０ ～ ８５％ＲＨ
DC２４V（別途電源必要）
７ｍA／点

一斉運転（１点）・　一斉停止（１点）・　緊急停止（３点）・　火災（３点）・ ＰＩ（３点）
デマンド（５点）

一斉運転（ａ接点）・　一斉停止（ａ接点）・　緊急停止（ａ接点）・　火災（ｂ接点）
ＰＩ（ａ接点）・ デマンド（ａ接点）

DC３０Ｖ：２．２Ａ ・ ＡＣ２６４Ｖ：２．２Ａ ・ ＤＣ１１０Ｖ：０．２Ａ （１点あたり）
ＤＣ５Ｖ １ｍＡ
代表運転表示（１点）・　代表異常表示（１点）
代表運転表示（ａ接点）・　代表異常表示（ａ接点）
９００台（ＰＬＣに中継器を最大３０台接続可能）
３００フロア（１フロア内に最大９００ＩＤ分登録可能）
９００ブロック（１ブロック内に最大１００ＩＤ分登録可能）
１００エリア（１エリア内にブロックを最大３００点分登録可能。他エリアと重複可）

質 量
外形寸法(ｍｍ)
電 源
消 費 電 力
表示および操作
据 付 方 法
使用周囲温度
相 対 湿 度
定 格 電 圧
定 格 電 流

点 数

仕 様
（ 常 時 入 力 ）

接 点 容 量
最小開閉容量
点 数
仕 様

最大ユニット接続台数
最 大 フ ロ ア 設 定 数
最 大 ブ ロック 設 定 数
最 大 エ リ ア 設 定 数

外
部
接
点

製品名 ＴＡＣＳ－Ｆ５（ＰＯＤ： 表示器　・ ＰＬＣ： 本体）

出力

入力

使用環境

製品仕様

中継器（I/F）
最大 30台接続

ユニット
最大 30台接続 最大 900台制御× ＝

TACS 集中管理システム概要

LCD LCD LCD

LCD LCD

LCD

LCD : リモコン

中継器（I/F）

空調機

I/F 最大30台

空調機 最大900台

1ラインで空調機 最大30台

POD（表示器）

PLC
（本体）
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TACS 操作画面（代表例）

操作イメージ

メイン画面 アイコン表示

システム情報表示

各ユニットの操作・設定を行います。

リモコン画面
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TACS 操作画面（代表例）

操作イメージ

メイン画面 アイコン表示

システム情報表示

各ユニットの操作・設定を行います。

リモコン画面

TACS システム機器

■TACS-F5　POD（表示器）

■TACS-F5　PLC

注　記
１.取付適合板金板厚は１．５～４．０ｍｍとなります。板金板厚が仕様範囲内であっても、板金の材質や大きさによっては
パネル自体が反る場合があります。取り付け強度が保てるパネルをご利用ください。

２.取付時は、付属の取付金具を取付穴（４箇所）に挿入し、締め付けネジで固定してください
３.制御盤内等に設置し、充電部が露出しないように施工してください。

注　記
１.ＰＬＣは、垂直方向で１１０ｍｍ以上、水平方向で５０ｍｍ以上の間隔をあけ、通風がよくなるよ
うにしてください。なお、ベースボードをＤＩＮレールに取り付ける場合は、固定金具及び取り付
け作業性を考慮して、水平方向８０ｍｍ以上の間隔をあけてください。

２.発熱体（ヒータ、トランス、抵抗など）を、ＰＬＣの真下に取り付けないでください。
３.高圧機器、高圧線、動力機器とはできるだけ分離または遮蔽し、ＰＬＣの入出力線とそれらの機
器との並列配線はしないでください。

４.ＰＬＣの取り付け面は、盤の床面に対して垂直とし、水平取り付けはしないでください。
５.ＰＬＣの取り付け角度０°とし、その他の角度では取り付けないでください。

6.ＰＬＣを制御盤へ直接取り付ける場合は、付属のベースボード取付金具を使用し
てください。また、ＤＩＮレールへ取り付ける場合は、付属のＤＩＮレール取付用固定
金具を左右に取り付けてください。

7.ＰＬＣは制御盤内等に設置し、充電部が露出しないように施工してください。
8.通信線接続端子台への配線接続には精密ドライバーが必要です。
9.通信線接続端子台への配線接続は、棒形圧着端子を使用してください。配線を直
接接続することも可能ですが、その場合は端子台へ確実に固定してください。
（端子台接続適合サイズ　太さ：０．５～２．０ｍｍ２　剥き線長さ：７ｍｍ）

＜取付角度＞

【取付方向】

（正面取付）

【取付角度】

９０° １３５°

１５°

０°

表示面 表示面

＜パネルカット寸法＞

313 +0.5-0

246.2 +0.5-0

54.9
7

245.2

312

245.2

312

261

327.8

＜据付スペース＞
ＰＯＤ本体から、周囲約１００ｍｍの空間を確保して
取付けてください。

【正面図】

100

10
0

（単位：ｍｍ）

【側面図】

10
0

10
0

100

電源接続部
（Ｍ３．５）

取付金具×４（付属品）

取付穴×４

CL

290
取り付け用穴　４ーφ６

64

30
1.
8 ベースボード

ベースボード取付金具（付属品）

０°

＜据付スペース／据付角度＞

他の機器

他
の
機
器

他
の
機
器

５０ｍｍ以上 ５０ｍｍ以上

１１０ｍｍ以上

＜各部説明＞

ベースボード

電源 ＣＰＵ
通信 接点入力

接点出力

Ｍ４端子台 Ｍ３端子台

通信線接続端子台

120308

10
5

8
30

ＤＩＮレール取付用固定金具×２（付属品）

＜据付角度＞

0°
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■TACS-F5　PLC　IO用電源

■システム結線図1　（F5監視盤（F4モード）を用いた監視盤制御システム）マルチBOX

注　記
１.振動・衝撃の激しい場所では使用しないでください。
２.強い高周波ノイズやサージを発生する機器からは離して
取り付けてください。

５×Ｍ３．５

5
36
.2
±
1

49
.5

32
.5

5117.7±1（14.3）

9.
5 8.
2

3.
5

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
２.表示器とＰＬＣ間はＬＡＮケーブル（ＣＡＴ．５以上）を使用してください。
３.ＰＬＣ～マルチＢＯＸ間の通信線は総延長１０００ｍ以内、マルチＢＯＸ～ユニット間の通信線は総延長５００ｍ以
内、太さ０．５～２．０ｍｍ２のシールド線を使用してください。ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長１００ｍ以内、
太さ０．５～１．２５ｍｍ２のシールド線を使用してください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施
工してください。

４.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので注意してください。
５.ＰＬＣ～マルチＢＯＸ間の通信は、ＰＬＣを先頭号機としマルチＢＯＸ１号機を必ず設け、最終号機マルチＢＯＸの
終端抵抗を有効にしてください。終端抵抗はマルチＢＯＸの基板上スイッチＳＷ５－１をＯＮにすることで有効
になります。

６.マルチＢＯＸ～ユニット間の通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効にしてください。マルチＢＯＸは基
板上スイッチＳＷ５－２をＯＮに、ユニットはコントロールパネル基板上スイッチＳ５０１をＯＮにすることで終端
抵抗が有効になります。

７.マルチＢＯＸ接続ユニットには１グループ１号機設定を設け、グループ毎に１号機から順に連番としてください。
８.各入力は有電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ２４Ｖ）としてください。火災連動停止は有電圧ｂ接点です。

９.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の
電気回路図や外形図を参照してください。

１０.表示器、ＰＬＣには、別途電源が必要となります。各製品の電源仕様
に合わせて準備してください。

１１.ＰＬＣにマルチＢＯＸを最大３０台まで、マルチＢＯＸにユニットを最
大３０台まで接続可能です。

１２.最大８台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ内は
同一設定で運転します。

１３.グループ内にはＬＣＤを４台まで接続可能です。但し、ユニット１台に
複数接続する場合は２台までとし、片方のＬＣＤを「コ」設定にしてく
ださい。

１４.通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時はＬＣＤ
からの操作が制限されます。

１５.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力がＯＦＦ
（接点：開）のとき、圧縮機は起動せず送風運転となります。

名 称
フ レ － ム グ ラ ン ド
端 子 台
ス ク リ ュ ー 端 子 台
ア ー ス
マ ル チ Ｂ Ｏ Ｘ
リ モ コ ン
マルチＢＯＸ終端スイッチ
コントロールパネル終端スイッチ
ＤＣ２４Ｖ電源（客先準備）
ポ ン プ イ ン タ ー ロ ッ ク

記 号
F G

M B
L C D
SW 5
S501

P ･ I

Ｂ１５Ｂ１６

Ｂ１３
Ｂ１４

ＭＢは最大
３０台まで
接続可能

ＳＷ５
１：ＯＮ
２：ＯＮ

ＦＧ

Ｌ
Ｎ
ＦＧ

ＬＡ
Ｎ

Ｌ
Ｎ
ＬＧ
ＦＧ

ＣＰＵ

ＬＡ
Ｎ

Ｓ
Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｄ
Ｂ

Ｒ
Ｄ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｂ

Ｓ
Ｇ
Ｆ
Ｇ

ＲＳ４８５

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７Ｃ０ ８ ９１０１１１２１３１４１５Ｃ１［ ０Ｃ０１Ｃ１

表示器（ＰＯＤ）

電源

ＰＬＣ

火
災
１

火
災
２

火
災
３

緊
急
停
止
１

緊
急
停
止
２

緊
急
停
止
３

一
斉
運
転

一
斉
停
止

ＤＣ
２４
Ｖ
電
源

デ
マ
ンド
１

デ
マ
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ＡＣ１００Ｖ

ＭＢ（最終号機）

ＡＣ１００Ｖ

２

２グループ
１号機

ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ

１グループ
２号機

1 ２ ３ ４ ５ＦＧ

２グループ
２号機

11

３

１グループ
１号機

1ＦＧ ５４３２ ２ ３ ４ ５ＦＧ

最終グループ
最終号機

1

２

Ｓ５０１：ＯＮ

ＬＣＤ
1 ３

ＬＣＤ
1 1

ＬＣＤ
２ ３

TACS システム機器
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■TACS-F5　PLC　IO用電源

■システム結線図1　（F5監視盤（F4モード）を用いた監視盤制御システム）マルチBOX

注　記
１.振動・衝撃の激しい場所では使用しないでください。
２.強い高周波ノイズやサージを発生する機器からは離して
取り付けてください。

５×Ｍ３．５

5
36
.2
±
1

49
.5

32
.5

5117.7±1（14.3）

9.
5 8.
2

3.
5

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
２.表示器とＰＬＣ間はＬＡＮケーブル（ＣＡＴ．５以上）を使用してください。
３.ＰＬＣ～マルチＢＯＸ間の通信線は総延長１０００ｍ以内、マルチＢＯＸ～ユニット間の通信線は総延長５００ｍ以
内、太さ０．５～２．０ｍｍ２のシールド線を使用してください。ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長１００ｍ以内、
太さ０．５～１．２５ｍｍ２のシールド線を使用してください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施
工してください。

４.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので注意してください。
５.ＰＬＣ～マルチＢＯＸ間の通信は、ＰＬＣを先頭号機としマルチＢＯＸ１号機を必ず設け、最終号機マルチＢＯＸの
終端抵抗を有効にしてください。終端抵抗はマルチＢＯＸの基板上スイッチＳＷ５－１をＯＮにすることで有効
になります。

６.マルチＢＯＸ～ユニット間の通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効にしてください。マルチＢＯＸは基
板上スイッチＳＷ５－２をＯＮに、ユニットはコントロールパネル基板上スイッチＳ５０１をＯＮにすることで終端
抵抗が有効になります。

７.マルチＢＯＸ接続ユニットには１グループ１号機設定を設け、グループ毎に１号機から順に連番としてください。
８.各入力は有電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ２４Ｖ）としてください。火災連動停止は有電圧ｂ接点です。

９.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の
電気回路図や外形図を参照してください。

１０.表示器、ＰＬＣには、別途電源が必要となります。各製品の電源仕様
に合わせて準備してください。

１１.ＰＬＣにマルチＢＯＸを最大３０台まで、マルチＢＯＸにユニットを最
大３０台まで接続可能です。

１２.最大８台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ内は
同一設定で運転します。

１３.グループ内にはＬＣＤを４台まで接続可能です。但し、ユニット１台に
複数接続する場合は２台までとし、片方のＬＣＤを「コ」設定にしてく
ださい。

１４.通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時はＬＣＤ
からの操作が制限されます。

１５.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力がＯＦＦ
（接点：開）のとき、圧縮機は起動せず送風運転となります。

名　　　　　　　　称
フ レ － ム グ ラ ン ド
端 子 台
ス ク リ ュ ー 端 子 台
ア ー ス
マ ル チ Ｂ Ｏ Ｘ
操 作 ス イ ッ チ
マルチＢＯＸ終端スイッチ
コントロールパネル終端スイッチ
ＤＣ２４Ｖ電源（客先準備）
ポ ン プ イ ン タ ー ロ ッ ク

記 号
F G

M B
L C D
SW 5
S501

P ･ I

Ｂ１５Ｂ１６

Ｂ１３
Ｂ１４

ＭＢは最大
３０台まで
接続可能

ＳＷ５
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Ｎ
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ＬＡ
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Ｎ
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Ｎ
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Ｄ
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Ｄ
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Ｒ
Ｄ
Ａ
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Ｄ
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Ｓ
Ｇ
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Ｇ

ＲＳ４８５

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７Ｃ０ ８ ９１０１１１２１３１４１５Ｃ１［ ０Ｃ０１Ｃ１
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入力 出力

ＡＣ１００Ｖ

ＭＢ（最終号機）

ＡＣ１００Ｖ

２

２グループ
１号機

ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ

１グループ
２号機

1 ２ ３ ４ ５ＦＧ

２グループ
２号機

11

３

１グループ
１号機

1ＦＧ ５４３２ ２ ３ ４ ５ＦＧ

最終グループ
最終号機

1

２

Ｓ５０１：ＯＮ

ＬＣＤ
1 ３

ＬＣＤ
1 1

ＬＣＤ
２ ３

TACS システム機器 集中リモコン（MRC）の機能

　PMAC/ASPAC/PAFMACユニットの制御監視が単独で行える集中リモコンです。また、上位の

集中管理システムTACS-F5と接続するための中継器（I/F）としても使用できます。

　PMAC/ASPAC/PAFMACユニットの制御台数としましては、単独で使用（ノーマル）する場合は

１系統３０台（３０グループ）で２系統接続できますので、計６０台（６０グループ）となります。また、

TACS-F5の中継器（I/F）として使用する場合は１系統のみの接続となり30台（30グループ）となり

ます。

■機能一覧

（注記）
※１　一斉操作は全台、１系統、２系統の３種類から選択できます。
※２　詳細設定とは、スケジュール有効/無効設定とデマンド（A、B、無し）設定の２種類です。
　　  それぞれ1系統または2系統の選択ができ、スケジュール有効／無効設定は曜日単位設定または個別設定ができ、
　　  デマンド設定は系統単位設定または個別設定ができます。
※3　デマンド設定は、上位TACS-F5の中継器（I/F）として使用される場合は機能しません。
※4　外部入力のP・I（ポンプインターロック）、デマンド、緊急停止は、上位TACS-F5の中継器（I/F）として使用される場合は機能しません。
　　  また、緊急停止は無電圧a接点入力（出荷時）ですが、機能設定により無電圧b接点入力（火災停止）に変更可能です。 
※5　操作内容の機能をもたない機種には対応しません。

制御内容の詳細については、別冊「取扱説明書」を参照願います。

外 部 入 出 力

入　力 出　力

異
常
表
示（
代
表
）

運
転
表
示（
代
表
）

緊
急
停
止

デ
マ
ン
ド

P
・
I

一
斉
停
止

一
斉
運
転

警
報
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歴
の
確
認

発
生
中
警
報
の
確
認

デ
マ
ン
ド

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

詳
細
設
定

手
元
制
限

風
向
切
換

風
速
切
換

温
度
設
定

運
転
モ
ー
ド
切
換

運
転
・
停
止

各種
設定

警報
履歴

基 本 操 作

個別操作／一斉操作

※3※2 ※4 ※4 ※4

※1

ページ送り/戻りボタン

メニューボタン
メニュー画面（現在の画
面）に戻ります。

カラー液晶ディスプレイ
タッチパネルとなっていますので、
指で画面に触れ操作してください。

一斉運転・停止ボタン
全台一斉に運転／停止の操作を行うことが
できます。
※系統毎（系統1及び系統2の一斉運転／
停止）に変更することも可能

運転表示ランプ
PMACユニットの運転／停止／異常状態を
示します。

消　灯：すべてのPMACユニットが停止
しています。

緑点灯：1台以上のPMACユニットが運
転していると点灯します。

赤点灯：1台でも異常警報が発生すると
点灯します。
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注　記
1.壁埋め込みの場合は、JIS C8340 2個用スイッチボックス（カバー付き）を
使用してください。設置時、カバーは使用しませんので取り外してください。

2.付属品：取付ネジ4本（M4×40mm）

125 25 47

90

12
5

88

106
（JIS BOX取付位置）

70

8ー∅6

M4端子台M3端子台

10
5

■MRC（集中リモコン）

集中リモコン（MRC）の機能

■システム図

制　御
１.集中リモコンにユニットを最大で１系統３０台×2系統の合計６０
台まで接続可能です。

２.最大８台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ
内は同一設定で運転します。
3.グループ内にはＬＣＤを４台まで接続可能です。但し、ユニット１
台に複数接続する場合は２台までとし、片方のLCDを「コ」設定
にしてください。
4.遠方による入力は、系統１・系統２共に同一の制御となります。
5.通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時は
LCDからの操作が制限されます。
6.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力が
OFF（接点：開）のとき、圧縮機は起動せず送風運転となります。

5.集中リモコン接続ユニットには１グループ１号機設定を設け、グループ毎に１号機から順
に連番としてください。

６.接点入力の配線は配線長５００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2のケーブルを使用してくだ
さい。

7.遠方の運転／停止入力は瞬時無電圧ａ接点（０．５ｓｅｃ以上）としてください。
8.その他の入力は無電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ１２Ｖ０．５Ａ以上）としてください。
9.緊急停止の入力をb接点入力に変更可能です。詳細は集中リモコンの技術資料を参照し
てください。

10.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図
を参照してください。

２グループ
１号機
ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ

１グループ
２号機

1 11

１グループ
１号機
ＦＧ ５４３２ ２ ３ ４ ５ＦＧ1

－＋

2
1
COM

5
4
3
2
1
COM
MRC

異常表示
運転表示

一斉停止（パルス０．５ｓｅｃ以上）
一斉運転（パルス０．５ｓｅｃ以上）

コモン

遠方

接点開閉容量
（ＤＣ２４V 1Ａ）

終端
１：ＯN
２：ＯＮ

２1 ３
ＬＣＤ

２1 ３
ＬＣＤ

２1 ３
ＬＣＤ

ｃｈ２

２
ＬＣＤ ＬＣＤ

３11 ２ ３1 ２
ＬＣＤ

３

＋
－

ｃｈ１

出
力
端
子

入
力
端
子

コモン

P･I
デマンド
緊急停止

２グループ
１号機
ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ

１グループ
２号機

1 11

１グループ
１号機
ＦＧ ５４３２ ２ ３ ４ ５ＦＧ

最終グループ

1
最終号機Ｓ５０１：ＯＮ

最終グループ
最終号機Ｓ５０１：ＯＮ

系統１

系統２

名 称
集 中 リ モ コ ン
リ  モ  コ  ン
コントロールパネル終端スイッチ
ポンプインターロック
フ レ － ム グ ラ ン ド
端 子 台

記 号
ＭR C
L C D
Ｓ５０１
P ･ I
F G

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
２.集中リモコン～ユニット間の通信線は総延長５００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2のシール
ド線を使用し、ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長１００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2の
シールド線を使用してください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施工し
てください。

3.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので
注意してください。

4.集中リモコン～ユニット間の通信は、集中リモコン（先頭号機）と最終号機の終端抵抗を有
効にしてください。集中リモコンは基板上スイッチの系統１：終端1、系統２：終端2をONに
することで有効になります。ユニットはコントロールパネル基板上スイッチS501をONに
することで終端抵抗が有効になります。
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注　記
1.壁埋め込みの場合は、JIS C8340 2個用スイッチボックス（カバー付き）を
使用してください。設置時、カバーは使用しませんので取り外してください。

2.付属品：取付ネジ4本（M4×40mm）

125 25 47

90

12
5

88

106
（JIS BOX取付位置）

70

8ー∅6

M4端子台M3端子台

10
5

■MRC（集中リモコン）

集中リモコン（MRC）の機能

■システム図

制　御
１.集中リモコンにユニットを最大で１系統３０台×2系統の合計６０
台まで接続可能です。

２.最大８台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ
内は同一設定で運転します。
3.グループ内にはＬＣＤを４台まで接続可能です。但し、ユニット１
台に複数接続する場合は２台までとし、片方のLCDを「コ」設定
にしてください。
4.遠方による入力は、系統１・系統２共に同一の制御となります。
5.通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時は
LCDからの操作が制限されます。
6.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力が
OFF（接点：開）のとき、圧縮機は起動せず送風運転となります。

5.集中リモコン接続ユニットには１グループ１号機設定を設け、グループ毎に１号機から順
に連番としてください。

６.接点入力の配線は配線長５００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2のケーブルを使用してくだ
さい。

7.遠方の運転／停止入力は瞬時無電圧ａ接点（０．５ｓｅｃ以上）としてください。
8.その他の入力は無電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ１２Ｖ０．５Ａ以上）としてください。
9.緊急停止の入力をb接点入力に変更可能です。詳細は集中リモコンの技術資料を参照し
てください。

10.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図
を参照してください。
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１号機
ＦＧ ５４３２２ ３ ４ ５ＦＧ
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２号機
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接点開閉容量
（ＤＣ２４V 1Ａ）

終端
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出
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入
力
端
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２号機

1 11

１グループ
１号機
ＦＧ ５４３２ ２ ３ ４ ５ＦＧ

最終グループ

1
最終号機Ｓ５０１：ＯＮ

最終グループ
最終号機Ｓ５０１：ＯＮ

系統１

系統２

名　　　　　　　　称
集 中 リ モ コ ン
操 作 ス イ ッ チ
コントロールパネル終端スイッチ
ポンプインターロック
フ レ － ム グ ラ ン ド
端 子 台

記 号
ＭR C
L C D
Ｓ５０１
P ･ I
F G

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
２.集中リモコン～ユニット間の通信線は総延長５００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2のシール
ド線を使用し、ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長１００ｍ以内、太さ０．５～１．２５ｍｍ2の
シールド線を使用してください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施工し
てください。

3.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので
注意してください。

4.集中リモコン～ユニット間の通信は、集中リモコン（先頭号機）と最終号機の終端抵抗を有
効にしてください。集中リモコンは基板上スイッチの系統１：終端1、系統２：終端2をONに
することで有効になります。ユニットはコントロールパネル基板上スイッチS501をONに
することで終端抵抗が有効になります。

マルチBOX（MB）のシステム図・外形図

■MB（マルチBOX）

注　記
システム機器の据え付け場所は、周辺温度が5～40℃、相対
湿度25～80％、結露の無い場所にしてください。
（例）電気盤内、シャフト内、天井フトコロ（点検口そば）等。
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（Ｍ4端子付）

Ｍ3.5端子台
6
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6

電源スイッチ（左：ＯＮ、右：ＯＦＦ）

■システム図

マ ル チ Ｂ Ｏ Ｘ

リ  モ  コ  ン
マルチＢＯＸ終端スイッチ

コントロールパネル終端スイッチ

ポ ン プ イ ン タ－ロック

フ レ － ム グ ラ ン ド

端 子 台

記 号

M B

L C D

S W 5

S501

P ・ I

F G

名 称

2グループ
1号機

ＦＧ 54322 3 4 5ＦＧ

1グループ
2号機

1 2 3 4 5ＦＧ

2グループ
2号機

11

1グループ
1号機

1ＦＧ 5432 2 3 4 5ＦＧ

最終グループ
最終号機

1

Ｂ16Ｂ15
Ｂ10
Ｂ9
Ｂ8
Ｂ7
Ｂ6
Ｂ5
Ｂ4
Ｂ3
Ｂ2
Ｂ1
Ａ9
Ａ8
Ａ7
Ａ6
Ａ5
Ａ4
Ａ3
Ａ2
Ａ1
ＭＢ

温度設定（4～20ｍＡ）
（17～28℃）

強制送風（無電圧ａ接点）
（開：通常／閉：強制送風）

遠方優先（無電圧ａ接点）
（開：通常／閉：遠方優先）

デマンド（無電圧ａ接点）
（開：通常／閉：デマンド）

火災連動停止（無電圧ｂ接点）
（開：停止／閉：通常）

異常表示

運転表示

一斉停止（パルス0．5ｓｅｃ以上）
一斉運転（パルス0．5ｓｅｃ以上）

Ｐ・Ｉ（無電圧ａ接点）
（開：圧縮機運転禁止／閉：圧縮機運転許可）

遠方

＋ －

接点開閉容量
（ＤＣ24Ｖ　1Ａ）

ＳＷ5
1：ＯＦＦ
2：ＯＮ

Ｓ501：ＯＮ

21 3

ＬＣＤ
21 3

ＬＣＤ
21 3

ＬＣＤ

制　御
1.マルチＢＯＸにユニットを最大30台まで接続可能です。
2.最大8台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ内は同一設定で
運転します。

3.グループ内にはＬＣＤを4台まで接続可能です。但し、ユニット1台に複数接続す
る場合は2台までとし、片方のＬＣＤを「コ」設定にしてください。
4.通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時はＬＣＤからの操作
が制限されます。
5.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力がＯＦＦ（接点：開）のと
き、圧縮機は起動せず送風運転となります。

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
2.マルチＢＯＸ～ユニット間の通信線は総延長500ｍ以内、太さ0．5～2．0ｍm2のシールド線を使用し、ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長100ｍ以内、太さ0．5～1．25ｍm2のシール
ド線を使用してください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施工してください。
3.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので注意してください。
4.マルチＢＯＸ～ユニット間の通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効にしてください。マルチＢＯＸは基板上スイッチＳＷ5－2をＯＮに、ユニットはコントロールパネル基板上スイッ
チＳ501をＯＮにする事で終端抵抗が有効になります。

5.マルチＢＯＸ接続ユニットには1グループ1号機設定を設け、グループ毎に1号機から順に連番としてください。
6.接点入力の渡り配線は総延長500ｍ以内、太さ0．5～2．0ｍm2のケーブルを使用してください。渡り台数は30台までとしてください。
7.遠方の運転／停止入力は瞬時無電圧ａ接点（0．5ｓｅｃ以上）としてください。
8.その他の入力（温度設定は除く）は無電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ12Ｖ0．5Ａ以上）としてください。火災連動停止は無電圧ｂ接点です。
9.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図を参照してください。
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BACnetアダプタ

設備機器（空調機、照明器、各検出器等）のメーカーや機種等に関わらず、同一通信線で接続できるオープンネットワーク・マルチベンダー制御
システムです。従来、各メーカー毎に対応していたインターフェイスの必要がなく、竣工後の機器増設や変更にも対応できます。

VAV照明

BACnet通信

他社通信 PMAC通信

中央監視盤

BACnet
アダプタ

BAD-MB R2 BAD-MB R2

BAD-MB R2：1系統4台×2系統＝最大8台

BAD-MB R2：8台×ユニット：30台＝最大240台

BAD-MB R2
１台につき

ユニット
30台

BAD-MB R2 BAD-MB R2

BAD-MB R2 BAD-MB R2 BAD-MB R2 BAD-MB R2

■仕様および機能

44

製品名 ＢＡＣｎｅｔアダプタ

製品仕様

外形寸法 Ｈ：１０９ｍｍ × Ｗ：２４５ｍｍ × Ｄ：１１８．９ｍｍ

質量 約１．７ｋｇ

電源 ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

消費電力 約１３．０Ｗ

据付方法 盤取付

使用環境

温度 ０～４０℃

湿度 ２０～８０％ RH（結露なきこと）

設置場所 制御盤内

接続台数
マルチＢＯＸ １系統最大４台×２系統　合計８台接続

空調機 最大２４０台接続

空
調
機
情
報

指令

ＡＯ 設定温度

ＢＯ 運転動作、デマンド

ＭＯ 運転モード、風速、集中制御、外気冷房、給排気

状態

ＡＩ 設定温度、室温、警報詳細、電流値

ＢＩ 警報、運転動作、デマンド

ＭＩ 運転モード、風速、集中制御、外気冷房、給排気、運転状態

製品名 ＢＡＣｎｅｔアダプタ

自
律
制
御

火災制御

概要 フロア単位で、制御（フロアは、マルチＢＯＸ毎に登録）
火災発生フロアの上層フロアを火災として制御（任意選択）

フロア登録数 ９フロア

火災発生時 空調機：停止

火災復旧時 空調機：状態復帰

復旧指令 一括復旧（復旧不可フロアは、現状を保持）

停電制御

概要 エリア単位で、制御（エリアは、マルチＢＯＸ毎に登録）
停電発生時、変化通知を抑制

エリア登録数 ９エリア

停電発生時 空調機：停止

停電復旧時 空調機：状態復帰

復旧指令 一括復旧（復旧不可エリアは、現状を保持）

PI制御

概要 エリア単位で、制御（エリアは、マルチＢＯＸ毎に登録）

エリア登録数 ９エリア

PI発生時 空調機：圧縮機運転禁止

PI復旧時 空調機：圧縮機運転許可

スケジュール・
カレンダ制御

オブジェクト数 スケジュール：１００、カレンダ：３００
登録可能

オブジェクト
ＡＯ、ＢＯ、ＭＯ（但し、１つのスケジュールに複数の

オブジェクトタイプを登録することは不可）

トレンドログ
制御

オブジェクト数 ２００
登録可能

オブジェクト ＡＩ、ＡＯ、ＢＩ、ＢＯ、ＭＩ、ＭＯ



BACnetアダプタ

■BACnetアダプタ

■BAD-MB R2

※１配線ダクトが高さ５０ｍｍ以下の場合は３０ｍｍ以上、
　　その他の場合は４０ｍｍ以上です。

ユニットの周囲は下図の示すスペース以上を確保してください。

網掛け部は制御盤の天井、配線ダクト等を示します。

＜据付スペース＞

＜ベースユニット取付寸法＞
118.9

245

10
6

224.53

８０ｍｍ以上

※
１

５ｍｍ以上 ５ｍｍ以上 ※
１

80

222.5

＜他器具との距離＞
シーケンサと器具（コンタクタやリレー等）とは
以下の距離以上を確保してください

コンタクタ
リレー等

コンタクタ
リレー等

コンタクタ
リレー等

５０ｍｍ以上 ５０ｍｍ以上

１００ｍｍ以上

注　記
１：ベースユニットは、平らな面に取り付けてください。取付面に凸凹があると、プリント基板に無理な力が加わり、不具合の原因になります。
２：大型の電磁接触器やノーヒューズ遮断器などの振動源との併設を避け、別パネルにするか離して取り付けてください。
３：制御盤へネジを使用して取り付ける時は、Ｍ４のネジを使用してください。

注　記
１：端子台のＡ１０～Ａ１２、Ａ１５、Ａ１６、Ｂ１１、Ｂ１２は接続しないでください。
２：端子台のＢ１３、Ｂ１４を渡る通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効に設定してください。
　＊基板上のディップスイッチＳＷ５－１をＯＮにすることで有効となります。
３：端子台のＢ１５、Ｂ１６を渡る通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効に設定してください。
　＊基板上のディップスイッチＳＷ５－２をＯＮにすることで有効となります。
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Ｂ１６ Ｂ１５ Ｂ１４ Ｂ１３ Ｂ１２ Ｂ１１ Ｂ１０ Ｂ９ Ｂ８ Ｂ７ Ｂ６ Ｂ５ Ｂ４ Ｂ３ Ｂ２ Ｂ１
Ａ１６ Ａ１５ Ａ１４ Ａ１３ Ａ１２ Ａ１１ Ａ１０ Ａ９ Ａ８ Ａ７ Ａ６ Ａ５ Ａ４ Ａ３ Ａ２ Ａ１
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ＡＣ１００Ｖ
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）

240（取付穴ピッチ）

電源線Ｌ１２００±５０
（Ｍ４端子付）

Ｍ３．５端子台

6
6 6

6

電源スイッチ（左：ＯＮ、右：ＯＦＦ）
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BACnetアダプタ結線図

注　記
１：図中の破線部は、客先準備となり　　 印部は現場にて施工してください。
２：ＢＡＣｎｅｔアダプタ～マルチＢＯＸ間の通信線は総延長１０００ｍ以内、マルチＢＯＸ～ユニット間の通信線は総延長５００ｍ以内、太さ０．５～２．０ｍｍ2シールド線（ＫＰＥＶまたはＭＶＶＳ等）
を使用してください。

３：通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので注意してください。
４：ＢＡＣｎｅｔアダプタ～マルチＢＯＸ間の通信は、ＢＡＣｎｅｔアダプタを先頭号機としマルチＢＯＸ１号機を必ず設け、ＢＡＣｎｅｔアダプタと最終号機マルチＢＯＸの終端抵抗を有効にしてくださ
い。ＢＡＣｎｅｔ基板上スイッチＳＷ５－１をＯＮにすることで有効になります。

５：マルチＢＯＸ～ユニット間の通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効にしてください。マルチＢＯＸは基板上スイッチＳＷ５－２をＯＮに、ユニットはコントロールパネル基板上スイッ
チＳ５０１をＯＮにすることで終端抵抗が有効になります。

６：マルチＢＯＸ接続ユニットには１グループ１号機設定を設け、グループ毎に１号機から順に連番としてください。
７：電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図を参照してください。
８：各入力は有電圧接点（開閉容量：ＤＣ２４Ｖ）としてください。
９：火災・停電はＢ接点となります。（火災／停電時：開　通常時：閉）
１０：Ｐ・ＩはＡ接点となります。（ポンプ停止時：開　ポンプ運転時：閉）

制　御
１：ＢＡＣｎｅｔアダプタからは最大で１系統１２０台×２系統の合計で２４０台のユニットを制御可能です。
２：ＢＡＣｎｅｔアダプタにマルチＢＯＸを１系統４台×２系統の合計で８台まで接続可能です。
３：マルチＢＯＸにユニットを最大３０台まで接続可能です。
４：最大８台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ内は同一設定で運転します。
５：グループ内にはＬＣＤを４台まで接続可能です。但し、ユニット１台に複数接続する場合は２台までとし、片方のＬＣＤを「コ」設定にしてください。
６：通常は遠方とＬＣＤで後信号優先で制御します。遠方優先時はＬＣＤからの操作が制限されます。

■BACnetアダプタ結線図

３グループ
１号機

ＦＧ ５４４ ５ＦＧ

２グループ
１号機

４ ５ＦＧ

４グループ
１号機

１グループ
１号機

ＦＧ ５４ ４ ５ＦＧ

最終グループ
１号機

ＭＢ（１号機）

Ｂ１５

ＢＡＣｎｅｔ
アダプタ

ＳＤＡ

Ｂ１６

ＦＧ
Ｂ１３
Ｂ１４

ＣＨ１
Ｓ５０１：ＯＮ

ＳＷ５
１：ＯＮ
２：ＯＮ

ＢＡＣｎｅｔ上位装置

ＳＤＢ
ＲＤＡ
ＲＤＢ

ＳＤＡ
ＣＨ２

ＲＤＢ
ＲＤＡ
ＳＤＢ ＭＢは最大

４台まで
接続可能

３グループ
１号機

ＦＧ ５４４ ５ＦＧ

２グループ
１号機

４ ５ＦＧ

４グループ
１号機

１グループ
１号機

ＦＧ ５４ ４ ５ＦＧ

最終グループ
１号機

ＭＢ（１号機）

Ｂ１５Ｂ１６

ＦＧ
Ｂ１３
Ｂ１４

Ｓ５０１：ＯＮ

ＳＷ５
１：ＯＮ
２：ＯＮ

ＬＡＮケーブル
１００ＢＡＳＥ－Ｔ
（ＣＡＴ５以上）

Ｌ
Ｎ

Ｒ

Ｒ

ＭＢは最大
４台まで
接続可能

ＡＣ１００Ｖ

ＲＸ４０Ｃ７

ＳＤＡ

ＲＤＢ
ＲＤＡ
ＳＤＢ

火災
停電
Ｐ・Ｉ
ＤＣ２４Ｖ
電源

Ｘ００

ＣＯＭ
Ｘ０８
Ｘ０４

～

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

３１ ２

２1 ３
ＬＣＤ

コントロールパネル終端スイッチ

フ レ ー ム グ ラ ン ド

端 子 台

ポ ンプインターロック

記 号

S 5 0 1

F G

P ・ I

名 称

マ ル チ B O X

リ モ コ ン   
BACne tアダプタ終端抵抗

マルチBOX終端スイッチ

記 号

M B

L C D

R

S W 5

名 称
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各種リモコン

●１個のスタンダードリモコンで、ユニット８台までグループ制御できます。
●ルームセンサーを内蔵していますので、リモコンの周辺温度で制御が可能です。
●停電保証用のメモリーバックアップ機能があります。
●言語表示を変更可能です。（日本語／英語）

液晶表示部
ドット液晶を採用し、設定に応じて表示を変更可能です。

選択ボタン（　　/     ）
操作したい項目にカーソルを合わせます。

運転/停止ボタン

メニューボタン

非 接 触 ボ タ ン 搭 載

名 称 登 録 定型文字を利用し、全角６文字（半角12文字）まで入力可能になりました。

ス ケ ジ ュ ー ル 設 定 曜日単位でのスケジュール設定が可能になりました。
時刻、運転モード、温度設定を８パターンまで設定可能です。

運転/停止ボタンは非接触に対応しました。
手をかざすだけで空調機の運転／停止が可能になりました。

ア イ コ ン 表 示 現在の設定や状態がアイコンで表示されるようになりました。

※設置するユニットにより、接続配線の芯数が異なります。（２芯・３芯）

スタンダードリモコン スタイリッシュなデザインを採用
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選択ボタン（　　/     ）
設定を変更します。

運転ランプ
ユニット運転中は、ランプが緑色に点滅します。



各種リモコン

●1個の液晶パネルで、ユニット8台までグループ制御できます。 
●ルームセンサーを内蔵していますので、リモコンの周辺温度で制御が可能です。 
●停電補償用のメモリーバックアップ機能があります。 

注）写真は、全画面表示を示します。

グループ運転表示
グループ運転時に接続台数を自動的に確
認し、その台数を表示します。
（単機運転時は、なにも表示されません）

ルームセンサー
通常はユニットの室温センサ（ボ
ディーセンサ）で温度を感知してい
ますが、リモコンの周辺温度を感知
させることもできます。

タイマー時間表示
切タイマー時間、入タイマー時間を
表示します。（異常時には警報コー
ドを表示します）

運転ランプ
運転時は点灯します。
試運転時は点滅します。

エコモード運転中に表示します。

運転の状態を表示します。
暖房待機表示中は、暖房立ち上がり時の
冷風防止により室内ファンが停止します。

設定温度を表示します。

運転／停止ボタン

風向切換ボタン

風速切換ボタン

運転切換ボタン

エコモード運転ボタン

タイマー設定ボタン

ボタンを押しても操作できないと
きに表示します。

風速切換表示
風速自動、風速 急、風速 強、
風速 弱のいずれかを表示します。

温度設定ボタン

設定温度を１℃ずつ上げます。

設定温度を１℃ずつ下げます。

ルームセンサー ：

ポンプ停止  ：

遠方制御中  ：

デフロスト  ：

内蔵された室温センサを使用時に
表示します。
ポンプインターロック中に表示します｡
（表示中に圧縮機は運転しません）
上位監視による操作制限中に表示し
ます｡
除霜（デフロスト）運転中に表示します。

運転立ち上がり時や急な負荷変動により設定温度を上げ下げしても、自動で設定した温度に復帰して、エコ運転を支援します。
暖房または冷房時に、設定した時間※1から設定した温度※2へ自動復帰します。
※1： 復帰開始時間は30分後、60分後、90分後、120分後から選べます。
※2： 復帰温度は、暖房20℃～22℃、冷房26℃～28℃のそれぞれ3通りから選べます。

エコモード運転

設定温度範囲制限機能 運転モード毎に17℃～28℃の範囲で変更が可能です。

ボタン 操 作 制 限 機 能 発停操作、運転切換、温度設定、風速切換など、個別に操作制限が可能です。

運転モード切換制限機能 冷暖自動、暖房、冷房・ドライへの切換操作を個別に制限が可能です。

液晶パネル 扱いやすいエントリーモデル
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※一部ユニットでは、本リモコンはご使用いただけません。



各種リモコン

●1個のアメニティースイッチで、ユニット8台まで運転をすることができます。（PAFMACは1台のみ）
●ボタン操作後5秒間バックライトが点灯します。
●ボタン操作時に、操作確認音が鳴ります。
●停電補償用のメモリーバックアップ機能があります。

■室温センサの切換え方

室温センサは、ユニット側・アメニティースイッチ側のどちらか一方で作動します。
通常はユニット側に設定されていますが、SW1-2をONするとアメニティースイッチ側に切り換わります。
「風向切換」「風速切換」ボタンを同時に3秒押し続けると、切換が行えます。

・本体裏側詳細図 ・外観 ・取付要領図

　 温度設定ボタン

設定温度を1℃ずつ上げます。

　 設定温度を1℃ずつ下げます。

（上限28℃）

（下限17℃）

ルームセンサー： 内蔵された室温センサ使用時に表示します。
　　ポンプ停止： ポンプインターロック中に表示します。

）。んせまし転運は機縮圧に中示表（   　  　　　　　
　　遠方制御中： 上位監視盤より操作制限中に表示します。
　　デフロスト： 除霜（デフロスト）運転中に表示します。

設定温度・タイマー時間・警報コードを
表示します。またメンテナンス時に
も必要なデータを表示します。

ルームセンサー
運転／停止ボタン

運転切換ボタン

入/切タイマーの設定ボタン

風速切換ボタン風向切換ボタン

SW2 SW1

21

ＦＦＯ

3 654 8721

ＦＦＯ

3 4

120

14
12
0

（松下電工DS4811又は相当品）
（カバーなし）
１個用スイッチボックス

壁から100ｍｍ以上

壁

連続設置時130ｍｍ以上

　液晶表示部（バックライト付）

注）写真は、全画面表示を示します。

冷暖自動、暖房、冷房、
送風、ドライのいづれか
設定されたモードを
表示します。

風速 自動、風速 急、
風速 強、風速 弱の
いずれか設定された
風速を表示します。

アメニティースイッチ 大型液晶画面で操作もかんたん！
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※一部ユニットでは、本リモコンはご使用いただけません。



各種リモコン

日本語
℃ →

英語
℃→

英語
 F

ボタン 操 作 制 限 機 能 発停操作、運転切換、温度設定、風速切換など、個別に操作制限が可能です。

運転モード切換制限機能 冷暖自動、暖房、冷房・ドライへの切換操作を個別に制限が可能です。
※冷暖自動は、スリムリモコンでは【冷暖房】と表示します。

設定温度範囲制限機能 運転モード毎に17℃～28℃の範囲で変更が可能です。

表 示 切 換 機 能 と切換が可能です。

設定温度を表示します。
（異常時には警報コードを表示します）

ルームセンサー
通常はユニットの室温センサ（ボディーセ
ンサ）で温度を感知していますが、リモコ
ンの周辺温度を感知させることもできます。

摂氏／華氏切換ボタン
ボタンを押す毎に、
日本語℃→英語 F゚→英語℃
の順に表示が切り換わります。

おやすみ運転中に表示します。
（機能がある機種に接続した場合に表示します）

ルームセンサー表示
内蔵された室温センサを使用時に表示します。

運転の状態を表示します。
冷暖房、暖房、冷房、送風、ドライのいずれか
を表示します。

タイマー設定時に表示します。

運転切換ボタン

タイマー設定ボタン

運転／停止ボタン

風速切換ボタン

摂氏・華氏温度表示

温度設定ボタン

設定温度を１℃ずつ上げます。

設定温度を１℃ずつ下げます。

風速切換表示
ボタンを押すと、
風速 急→ 強 → 弱 → 自動で

と表示が切り換わります。

自動

注）写真は、全画面表示を示します。

●1個のスリムリモコンで、ユニット8台までグループ制御できます。（PAFMACは1台のみ）
●ルームセンサーを内蔵していますので、リモコンの周辺温度で制御が可能です。
●ボタン操作後10秒間バックライトが点灯します。
●停電補償用のメモリーバックアップ機能があります。

スリムリモコン シンプル機能で「日本語」「英語」の切換が可能！
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※設置するユニットにより、接続配線の芯数が異なります。（２芯・３芯）



■液晶パネル 室温制御特性

液晶パネルからの、運転モード設定及び温度設定信号により、以下のような室温制御を行います。
室温感知部は、ユニット内蔵のサーモセンサと液晶パネル内蔵のルームセンサの2種類で制御が可能です。
ＷＫＰ型は動作が異なります。弊社営業担当にお問い合わせください。

注　記
1. 線は冷房運転、 　　 線は暖房運転、　　 線は各々のモードでの送風運転（コンプレッサOFF）を表します。
2.コンプレッサ保護のため、コンプレッサは、起動してから3分間は停止しません。但し、停止入力、保護回路異常入力があると全停止します。
また、再起動時、電源投入時は、およそ3分間遅延されます。

ユニット内蔵サーモセンサ 液晶パネル内蔵ルームセンサ

　ΔTs＝0℃設定の場合

ΔTsは、0,  3,  4,  5℃の4種類から選択できます。

＋2
＋1
Ts
－1
－2

室温（℃）

＋2

＋1

Ts

－1

－2

＋2

＋1

Ts

－1

－2

＋2

＋1

Ts

－1

－2

＋2

＋1

Ts

－1

－2

室温（℃）

室温（℃）

ΔTs＝4℃設定の場合（標準設定）

　ΔTs＝0℃設定の場合

＋2
＋1
Ts
－1
－2

室温（℃）

室温（℃）

室温（℃）

ΔTs＝4℃設定の場合（標準設定）

室温（℃）

(冷房設定値)

(暖房設定値)

ΔTs

＋3

＋2

＋1

Ts

－1

－2

－3

＋3

＋2

＋1

Ts

－1

－2

－3

(冷房設定値)

(暖房設定値)

ΔTs

室温（℃）

＜インバータタイプ＞

室温制御特性（インバータタイプ）

冷房モード 冷房モード

暖房モード 暖房モード

冷暖自動モード 冷暖自動モード
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リモコン制御システム図

■リモコン

リ  モ  コ  ン
コントロールパネル終端スイッチ

ポ ン プ イ ン タ－ロック

フ レ － ム グ ラ ン ド

端 子 台

記 号

L C D

S501

P ・ I

F G

名 称

制　御
1.最大8台のユニットを同一グループで制御可能です。グループ内は同一設定で運転します。
2.グループ内にはＬＣＤを4台まで接続可能です。但し、ユニット1台に複数接続する場合は2台までとし、
片方のＬＣＤを「コ」設定にしてください。

3.ＬＣＤ、遠方からの運転／停止は後信号優先となります。
4.水熱源機種にはＰ・Ｉ入力を必ず接続してください。Ｐ・Ｉ入力がＯＦＦ（接点：開）のとき、圧縮機は起動せず
送風運転となります。

注　記
1.図中の破線部は客先準備となり、　　印部は現場にて施工してください。
2.ユニット間の通信線は総延長500ｍ以内、太さ0．5～2．0ｍm2のシールド線を使用し、ユニット～ＬＣＤ間の通信線は総延長100ｍ以内、太さ0．5～1．25ｍm2のシールド線を使用し
てください。シールドは片側アースにしノイズを受けないように施工してください。

3.通信線は一筆書きとし途中分岐しないでください。また、接続の際は極性がありますので注意してください。
4.ユニット間の通信は、先頭号機と最終号機の終端抵抗を有効にしてください。終端抵抗はユニットのコントロールパネル基板上スイッチＳ501をＯＮにする事で有効になります。
5.ＬＣＤグループのみの場合は、他のグループと4，5番の通信線を接続しないでください。
6.ユニットアドレスは、1号機から順に連番としてください。
7.接点入力の渡り配線は総延長500ｍ以内、太さ0．5～2．0ｍm2のケーブルを使用し、1号機にのみ接続してください。渡り台数は30台までとしてください。
8.遠方の運転／停止入力は瞬時無電圧ａ接点（0．5ｓｅｃ以上）としてください。
9.Ｐ・Ｉ入力は無電圧ａ接点（開閉容量：ＤＣ12Ｖ0．5Ａ以上）としてください。
10.電源接続、通信接続は各機器によって異なります。詳細は各機器の電気回路図や外形図を参照してください。
11.特定の機器のみ、リモコン結線方法が異なります。
　・「FBP24AB/34AB」及び「WDX90/150BB」：２芯シールド線接続（端子台１・２使用）
　・その他の機器：上記結線図の通り。

1

1グループ
1号機
2 3 4 5ＦＧ

6 7 8 9 10 11 12 13

1

1グループ
2号機

2 3 4 5ＦＧ2 3 4 5ＦＧ

1グループ
3号機

1 2 3 4 51

1グループ
4号機

ＦＧ 2 3 4 5ＦＧ

1グループ
8号機

1

11 12 13 21 3111 21 3111 21 3111

Ｓ501：ＯＮ Ｓ501：ＯＮ

1 2

ＬＣＤ
3 1 2

ＬＣＤ
3 1 2

ＬＣＤ
3

Ｐ・Ｉ（無電圧ａ接点）
（開：圧縮機運転禁止／閉：圧縮機運転許可）

接点開閉容量
（ＤＣ24Ｖ　1Ａ）

コモン
運転表示
異常表示

一斉停止（パルス0．5ｓｅｃ以上）
一斉運転（パルス0．5ｓｅｃ以上）

遠方
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